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(
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日
本
に
お
け
る
金
本
位
制
の
成
立
(

I

)

野

W
ハV

凸且

わ
が
問
は
目
前
戦
中
の
勝
利
に
よ
っ
て
獲
叫
け
し
た
陥
償
金
に
依
拠
し
て
、

原
型
と
し
た
銀
本
位
制
を
脱
却
し
、
遂
に
政
府
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
金
木
伸
制
を
確
す
し
、
金
本
位
制
移
行
心
国
際
的
潮
流
へ
の
合

一
八
九
七
年
(
明
治
一
心
斗
)
、

こ
こ
に
メ
キ
シ
コ
ド
ル
を

流
を
遂
げ
る
。

そ
れ
は
、
大
内
兵
衛
教
授
に
工
ヮ
て
、

一
円
本
の
幣
制
史
上
最
大
山
山
山
来
主
で
あ
っ
た
ば
か
じ
で
は
た
〈
、
こ
れ
に
上
づ
て
資
本
主

義
の
新
円
本
を
世
界
経
済
の
舛
ム
ロ
『
お
し
た
て
た
も
む
と
し
て
世
界
史
的
な
一
大
紀
念
塔
で
あ
る
」
〔
則
的
一

0
4幣
制
改
年
始
末
概
要
都

巻
、
六
一
H
A
c
)

と
さ
れ
、
ま
た
寺
島
一
夫
氏
に
よ
フ

τ、
「

H
本
の
資
本
主
義
的

回、

明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
提
成
以
ド
お
成
と
川
町
す
、
十

発
達
が
遂
に
日
本
を
半
値
民
地
化
の
危
険
か
ら
一
全
く
脱
却
せ
し
め
、
独
立
資
本
主
義
同
と
し
て
、
世
界
資
木
主
義
の
一
螺
と
し
て
、
他

の
諸
列
強
と
世
界
市
場
広
角
逐
し
う
る
段
階
に
達
吐
し
め
た
こ
と
か
ι

一
却
す
金
融
的
似
識
で
あ
っ
た
」
(
日
本
貨
幣
制
度
論
、
ハ
五
五
)

l

f

一一社

価
さ
れ
て
い
る
。

ω
同
様
の
許
何
を
あ
わ
ト
え
あ
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
石
介
孝
、
昨
史
学
研
究
、
1
1

一
巻
六
月
、
五
b
一
以
。
加
除
俊
彦
、

制
の
成
立
」
士
化
史
研
究
、
第
二
葉
、
一
頁
毒
照
。

「
日
本
に
お
け
る
命
本
位

し
か
し
、
円
本
に
L

お
け
る
金
本
校
制
成
立
の
も
円
国
際
的
青
山
義
は
、
た
ん
に
さ
さ
の
大
内
教
授
の
い

h
れ
る
よ
う
な
「
こ
れ
に
上
つ



て
資
本
主
義
の
新
日
木
を
世
界
の
舞
台
に
治
し
た
て
た
も
の
止
し
て
世
界
史
的
」
で
あ
る
と
い
っ
た
点
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
た
単
紳
た

と
し
て
、

も
の
で
は
た
い
。
主
た
、
モ
れ
は
寺
島
一
犬
氏
の
い
わ
れ
る
上
う
た
、
円
本
が
「
独
立
資
本
全
義
国
と
し
て
、
叶
一
界
資
木
主
義
の
一
環

他
の
諸
列
強
と
世
界
市
場
に
角
逐
し
う
る
段
階
に
達
し
」
(
傍
点
引
川
者
)
た
こ
と
を
一
市
す
「
金
融
的
標
識
」
で
あ
る
と
簡
単

に
寸
ま
せ
る
よ
う
な
史
的
指
標
で
も
た
か
っ
た
の
で
あ
る

そ
の
こ
と
は
、
日
本
の
金
本
位
制
が
、
東
亜
に
治
け
る
メ
キ
ジ
コ
ド
ル
の
衰
退
期
に
現
わ
れ
、
東
亜
に
お
け
る
メ
キ
ジ
コ
}
ル
系
銀

貨
(
闘
)
白
終
高

l
植
民
地
幣
制
改
革

l
金
為
替
本
位
制
の
導
入
を
確
定
す
る
契
機
的
指
標
で
あ
る
己
と
、
ま
た
、
同
時
に
、
モ
れ
が
、

の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
が
、
他
の
諸
列
強
と
世
界
市
場
に
角
逐
し
う
る
形
熊
モ
白
も
む
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
乙
と
に
よ
ヲ

て
も
了
解
し
う
る
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、

ζ

の
上
う
た
側
聞
を
も
っ
と
と
に
よ
っ
て
、
日
求
心
令
本
位
制
成
立
は
上
り
山
一
旦
宮
た
含
菩
リ
世

界
史
的
苦
義
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
事
熊
の
己
白
土
、
つ
な
側
面
は
、
従
来
の
研
究
に
沿
い
て
、
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

平
れ
ゆ
え
、
私
は
以
下
に
お
い
て
、
こ
む
と
と
hV
念
珂
に
お
き
た
が
ら
、
金
本
位
制
成
立
の
泊
料
と
論
引
の
考
w
訟
を
媒
介
と
し
て
、

成
京
意
義
の
再
検
討
を
こ
と
ろ
み
た
い
と
思
ろ
。
モ
の
己
と
は
古
た
、
日
本
令
木
位
制
の
も
っ
、
そ
の
後
の
日
出
制
を
令
め
て

ω特
質
究

明
に
対
し
て
も
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
貨
幣
制
度
調
査
会
の
成
立
週
程

一
八
八
五
年
(
明
治
十
八
年
)
の
円
本
銀
行
券
由
党
換
開
始
、

一
八
八
六
年
(
明
治
十
九
年
)
由
政
府
紙
幣
免
換
開
始
陀
よ
ヮ
て
、
事

実
上
わ
が
同
が
メ
キ

γ
コ
ド
ル
系
門
銀
を
中
核
と
す
る
銀
本
位
制
を
成
立
せ
し
め
た
事
情
に
つ
一
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
(
ほ
井
市
筒
、

H
本
に
恥
け
る
金
本
位
制
の
成
A
M
(
I
)
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四

近
代
い
本
W
H
R
羽
山
郁
一
笹
川
収
川
副
主
間
一
)

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
は
一
八
七

一年
l

(

明
治
一
ハ
ヘ
「
)
以
来
次
第
に
顕
著
に
な

り
つ
つ
あ
っ
た
金
銀
比
価
変
動
銀
価
ド
落

の
桜
組
問
人
官
、
い
ま
や
銀
紙
の
聞
き
と
い
う
ヴ

1
1
ル
た
し
に
直
捺
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
わ
が
同
日
銀
本
抗
日
成

銀
価
の
急
激
た
下
搭
と
一
致
し
た
た
め
に
、
持
る
し
い
影
響
配
日
木
経
済
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
心
で
あ
る
が
、
同
同
に
モ
れ
は
漸
次

立
は
、

一
八
八
六
年
に
は
じ
主
る
世
界
的
な

銀
本
位
制
へ
の
衝
撃
を
強
め
、
銀
木
位
制
の
法
制
的
整
備
の
企
閃
(
一
八
九
一
〕
を
不
問
に
附
企
し
め
(
附
山
叫
太
郎
、
日
本
貨
幣
金
融
史
研

党
、
九
一
瓦
以
下
〉
む
し
九
一
こ
れ
に
対
す
る
根
本
的
な
反
省
を
う
な
が
す
機
縁
干
与
え
る
こ
と

F
も
た
つ
た
の
で
あ
る
。
(
第
一
吉
〉

第
一
去
に
明
ら
か
な
上
う
に
、
銀
価
下
落
は
先
換
制
度
成
立
期
以
降
一
そ
う
加
速
化
す
る
に
い
た
り
、
紙
幣
整
理
の
進
行
過
程
に
も

た
b
さ
れ
た
園
内
物
価
の
一
低
下
安
定
と
あ
い
ま
っ
て
、
貿
易
を
い
ち
じ
る
し
〈
好
転
拡
大
せ
し
め
、
更
に
そ
わ
は
同
じ
く
整
理
過
程
が

も
た

b
し
た
金
融
緩
漫

1
金
利
低
下
、
民
民
層
心
分
解

ω進
行
に
工
っ
て
融
市
価
さ
れ
た
労
働
丸
心
充
儀
要
悶
と
結
合
し
て
、

一
八
九
O

年
の
恐
怖
に
い
た
る
急
速
た
資
本
省
航
l
資
木
家
的
企
業

ω
発
展
を
促
進
す
叫
り
わ
が
同
に
お
け
る
産
業
資
本
確
立
へ
の
軌
遣
は
こ
の

時
期
に
そ
の
基
礎
を
定
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
と
の
と
き
、
こ
の
鉱
大
過
科
そ
れ
自
身
が
も
た
ら
す
同
際
収
支

へ
の
圧
迫
要
凶
の
分
析
を
通
し
て
、
銀
本
位
制
に
対
す
る
危
制
い
が
、
松
万
正
義
に
主
っ
て
、
表
明
さ
れ
て
い
る
。



「
本
年
ペ
山
治

δ
年
一
八
八
じ

l
引
川
者
一
一
抗
カ
外
同
貿
い
知
ノ
円
以
泌
ブ
山
内
山
ス
ル
二
、
十
、
十
一
、
十

-
7
三
ヶ
凡
問
ノ
実
数
ハ
t
h
u
y

明
知
ス
ル
ユ
由
ジ
ナ
ジ
ト
昨
ト

L

九
州
一
プ
ク
前
年
-
一
比
ジ
テ
推
算
見
ル
ト
キ
ハ
、

輸
出
品
ノ
高
ハ

令
五
三
、

一
八
七
、
八

O
五
円
余

輸
入
品
ノ
高
ハ

令
四
二
、
九

O
七
、
四
七
二
円
余

之
ヲ
差
引
ス
レ
ハ
輸
出
ノ
超
過
ス
ル
コ
ト
金
一

O
、
二
八

O
、
三
三
二
円
余
ナ
リ
ト
雄
ト
モ
、
我
カ
外
周
貿
易
計
算
ノ
慣
行
一
一
依

レ
ハ
輸
出
品
ノ
価
格
ハ
銀
貨
ヲ
以
テ
計
算
ジ
、
輸
入
品
ニ
シ
テ
其
金
貨
同
ヨ
リ
来
ル
モ
ノ
ノ
価
格
ハ
金
貨
ヲ
以
テ
計
算
ス
ル
カ
故
一
一
、

総
輸
入
品
ノ
佃
栴
ハ
其
表
面
ノ
員
額
外
-
一
金
銀
貨
ノ
差
異
ヲ
加
ヘ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
今
輸
入
物
品
中
金
貨
国
ヨ
リ
来
ル
モ
ノ
ハ
凡
ソ
総

領
三
分
ノ
二
ヲ
占
ム
(
卜
九
年
ノ
実
数
ハ
六
割
円
分
六
周
〉
、
而
シ
テ
本
年
一
月
ヨ
リ
九
月
マ
テ
ノ
平
均
金
価
ハ
百
二
十
九
円
圃
姶
九
銭
七

厘
ナ
ル
ブ
以
テ
、
愉
入
品
総
領
三
分
ノ
二
ニ
此
主
呉
ヲ
来
シ
タ
ル
数
即
千
八
百
四
桁
コ
一
万
七
千
六
百
除
去
門
ハ
之
ヲ
愉
入
口
町
ノ
総
額

ニ
加
算
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
然
一
プ
ハ
則
チ
尖
際
輸
入
品
ノ
価
怖
ハ

金
五
一
、
一
二
四
五
、

O
八
三
円
余

ー
ナ
リ
愉
出
メ
超
過
額
ハ
減
シ
テ

金
一
、
八
回
二
、
七
二
二
円
余

ニ
過
キ
サ
ル
モ
ノ

I
知
ル
へ
シ
。
」
(
「
一
一
十
一
年
干
算
調
製
ノ
則
一
一
際
シ
経
杭
社
会
ノ
景
出
張
ニ
救
、
研
ノ
儀
一
一
利
建
一
一
山
」
〈
明
治
二
心
年
三
集
成
第

ニ
昔
、
五
凹
七
頁
)

さ

b
k
松
方
は
運
賃
、
保
険
料
、
外
債
費
、
軍
服
購
入
費
等
の
支
払
を
加
算
す
れ
ば
差
引
入
超
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
金
銀
混
計

の
貿
易
統
計
か
ら
え

b
れ
た
愉
出
超
過
に
対
す
る
幻
惣
を
ね
似
し
、
輸
入
増
大
白
結
川
市
を
注
視
す
る
必
要
を
の
ペ

τ
い
る
。
(
向
上
建
百
)

白
木
に
お
け
る
金
木
位
制
心
成

v
-
(
工
)

第
九
ぃ
l

二
巻

ブし
五

第
三
号
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五



円
本
に
お
判
る
金
木
杭
制
の
成
立

(
I
〉

第
九
卜
二
進

九

第

" 

/、
」

/、h

川
わ
が
凶
の
貿
易
統
計
(
令
部
輸
出
入
品
世
を
合
め
て
」
は
一
八
八
七
年
ま
で
は
会
組
似
剖
、
一
八
八
人
斗
以
後
飢
門
に
紘
一
挽
揖
υ

な
お
貿
易
統

討
に
お
け
る
輸
山
加
は
一
八
六
八
年
ト
し
り
一
九
一

υ一
一
年
ま
で
は
輸
川
浩
に
お
け
る
布
川
即
ち
市
内
叩
丸
相
場
に
J

っ
て
計
制
さ
れ
た
輪
山
冗
仙
で
あ

り
、
一
方
輸
入
は
八
六
八
年
か
ら
一
八
九
八
年
主
で
は
大
体
化
問
港
H
U
輪
山
巡
り
元
川
、
つ
主
り
輸
入
一
五
仰
で
あ
っ
た
。
(
車
件
付
判
所
新
朝
祉
制
、

目
本
貿
易
粕
覧
、
な
お
、
同
町
俊
一
、
我
M
の
貿
易
統
計
に
就
い
て
、
参
照
)

更
に
当
時
松
方
が
行
っ
た
二
、
三
の
述
百
を
と
り
ま
と
め
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
即
ち
彼
に
よ
る
と
近
時
に
沿
け
る
対
外

支
払
急
増
の
原
図
は
、
け
商
況
の
回
復
か
ら
生
じ
た
各
種
企
業
の
急
激
在
拡
張
一
鉄
道
、
製
糸
、
紡
績
、
汽
船
、
工
業
、
瓦
掛
非
〕
、
陸
海
軍

拡
張
た
ど
に
上
っ
て
誘
発
さ
れ
る
輸
入
需
要
の
明
大
、
伺
こ
れ
む
の
拡
娠
が
信
用
の
膨
脹
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貨
幣
の
流
通

同
を
附
加
せ
し
め
、
主
れ
に
よ
る
物
価
勝
賞

ω傾
向
い
か
輸
入
を
誘
発
す
る
己
と
、
日
開
好
況
に
と
も
友
う
同
氏
の
外
国
品
一
新
要
の
増
大
、

同
同
勢
の
進
展
に
と
も
な
う
在
外
公
前
夜
間
の
哨
川
、
ま
よ
官
民
組
外
渡
航
の
増
大
、
国
一
方
、
銀
側
下
落
む
大
勢
は
協
に
下
降
を
た

と
り
つ
つ
一
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
付
J
同
市
山
要
附
と
日
開
と
の
結
合
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
も
速
か
に
こ
れ
を
救
治
す

る
方
法
を
定
め
れ
け
れ
ば
、

一
両
年
に
し

τ、
わ
が
国
は
経
済
上
に
お
い
て
非
常
た
激
変
を
来
た
し
、
極
め
て
岡
駅
な
地
位
に
お
ち
一
い

b
ざ
る
を
え
た
い
と
い
、
つ
の
で
あ
る
。
(
同
ト
一
建
一
円
、
お
よ
び
明
治
二
口
牛
「
輸
入
ノ
並
進
ニ
制
医
救
策
」
、

明
治
二
一
年
一
一
一
月
「
二

年
度
予
算
ノ

調
定
持
手
中
経
消
社
会
ノ
状
況
ニ
付
建
許
」
、
集
成
一
巻
五
凶
五

1
7刀
五
三
頁
)

松
方
の
い
だ
い
た
国
際
収
支
の
危
機
感
は
、
事
実
に
わ
い
て
、
貿
易
収
支
一
由
に
ゐ
け
る
出
超
巾

ω
急
減
、
即
ち
、

一
八
八
五
年
(
悶

治
↓
人
年
〉
の
出
超
約
四
百
四
十
三
万
円
、

一
八
八
六
年
の
約
一
千
一
百
万
円
か

b
、
一
八
八
七
年
(
明
治
一
一
口
年
)
の
い
U
O万
円
(
以
上

す
べ
て
銀
円
に
統
一
換
算
〕
へ
の
急
減
傾
向
(
一
八
八
八
年
は
二
一
万
円
)
に
裏
一
付
け
さ
れ
て
い
た
〈
日
本
帝
国
第
」
l

三
統
計
年
蹴
)
。

己

ω一
時
期
、

怯
方
は
銀
価
下
部
問
題
に
つ
い
て
、
経
済
学
協
会
に
訪
問
を
沿
乙
た
い
(
一
八
八
七
年
ぃ
二
月
〉
、
一
八
八
八
年
(
明
治
二
一
年
)
三
月
に
は

こ
れ
に
対
す
る
調
査
委
員
の
報
告
書
F

山
口
山
川
執
部
)
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
モ
の
も
心
貨
幣
制
度
調
査
会
の
先



駆
を
な
す
も

ω
と
思
わ
れ
る
c

ω
川
川
和
田
円
先
小
伝
一
〈
〉
九
百
。
な
お
こ
り
調
先
吾
民
の
メ
ン
バ
ー
は
旧
日
抑
古
、
間
尻
侃
抗
郎
、
阪
符
芳
郎
、
天
野
為
之
、
乗
竹
平
太
郎
、
浜
山

健
次
郎
、
伴
凹
」
/
叫
等
で
あ
っ
た
一
同
上
三
こ
の
報
特
志
の
捉
山
は
山
口
先
生
伝
で
は
明
治
二
年
四
月
と
さ
れ
て
い
る
が
、
阪
杵
芳
郎
伝
で
は

三
月
と
あ
る
。
こ
の
報
告
計
胤
文
は
筆
者
未
見
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
一
端
は
上
記
田
口
先
生
伝
に
の
べ
ら
れ
て
お
り
(
同
上
一
心
丸
一
一
心

耳
)
、
さ
ら
に
く
わ
し
く
は
後
掲
資
軒
「
貨
幣
制
度
一
一
刊
訪
阿
安
ニ
対
ス
ル
容
計
書
」
中
心
同
報
告
か
ら
の
引
間
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
、
同
資
料
に
J

む
と
制
白
h
r
u
M

一
一
月
に
松
方
に
提
出
さ
れ
た
も
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は
田
口
卯
川
の
執
筆
に
か
か
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
松
方
の
危
地
感
と
は
い
刷
工
そ
万
反
対
の
楽
観
論
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
の
ち
に
ふ
れ
る
。

松
方
に
よ
っ

τ指
摘
さ
れ
た
国
際
収
支
の
危
機
要
因
は
一
定
の
論
理
性
と
現
実
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
上
の
同
際
収
支

1890年貿易 lli!1)対前司比較
(Jfえ位 千円)

内 面t上1889 1890 噌件以一〕

輸出総澗 I70川 5叩 3lて五，457
うち

[米 l743:1L3231-6111
生糸 I 28，876 I 16，431 I -12，445 

小計 I 36，311 I 17，754 -18，556 

輸入総額 I 66，1日3 I 8¥，728 I + 15，624 
ッ，~i米 lU6 11 2m l-
砂糖 6，292 1 8，489 1 十 2，196

4、日 1. 1 6，429 I 20，791 I 十14，362

(注〕第 10帝岡統計年艇による。すベ亡|よjJyl
l立で集計の上千円牙満切#i。 なお生糸には曲
を合まず。

Z出Z記

n本
に
h
け
る
金
木
μ

い
制
の
成
げ
一

(
I
」

の
危
機
、
つ
ま
り
一
八
九

O
年
の
大
入
超
の
直
接
的
原
因
は
、
銀
価
下
落
よ
り

も

つ
ぎ
の
二
つ
の
頭
由
か
ら
生
。
し
た
。

一
つ
は
一
八
九

O
年
恐

む
し
ろ
、

慌
の
主
要
要
因
で
あ
っ
た
一
八
八
九
年
白
米
の
凶
作

1
減
収
に
起
閃
し
た
米
価

騰
貴
、

逆
に
巨
額
の
米
の
輸
入
超
過
で
あ
り
、

二
つ
に
は

米
輸
仙
の
減
少
、

一
八
九

O
年、

ア
メ
リ
刀
に
治
い
て
ジ
ャ

1
7
y
購
銀
法
(
言
耳
目
E
E
7
2

司
己
H
σ
Y
E
O
〉
♀
)

か
成
立
し
(
七
川
公
布
三

モ
れ
に
よ
っ
て
一
時
的
に
世
界
的

た
銀
価
の
相
対
的
な
上
昇
川
日
銀
側
騰
貴
が
生
じ
(
第
一
去
審
問
)
、

わ
が
国
の
対
金
貨
国
輸
出
に
小
利
に
倒
き
、
就
中
わ
が
開
輸
出
の
大
宗
一
で
あ
也

生
糸
輸
出
が
澱
減
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
示
す
る
と
第
二
表
の
と
沿
り

こ
り
こ
と
が

で
あ

P
、
一
八
九

O
年
に
お
け
る
大
入
超
約
一
千
五
百
万
円
は
ほ
ぼ
以
上
に
指

第
九
十
一
一
右

プL
L 

/¥  

一七

第
一
二
り



日
本
に
お
け
Q

金
木
付
制
心
成
立
(

Z

)

出
九
十
二
巻

ブL
ノ¥、

第

" 

/、

ノ、

摘
し
た
二
商
品
心
動
向
に
よ
ワ
亡
生
じ
た
も
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
じ

川W
F

)

の
牛
糸
輸
出
不
振
に
つ
い
て
、
一
八
九
心
年
の
刊
日
介
恐
慌
を
そ
の
長
肉
に
あ
げ
ゐ
む
き
も
あ
る
が
‘
こ
の
見
附
に
は
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
わ
が
悶
の
ノ
し
糸
輪
山
は
何
時
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
を
主
と
し
て
お
り
、
と
し
℃
生
糸
輪
川
の
激
減
は
、
こ
の
一
山
国
の
輸
入
減
に
も
と
づ
く
の

で
あ
る
が
、
一
」
心
段
附
む
の
プ
メ
り
カ
の
悲
慌
は
一
八
九
一
一
年
、

y
ラ
ン
ス
比
一
八
九
一
年
に
開
始
さ
れ
ゐ
の
で
あ
る
か
ら
こ
り
場
合
吐
界
恐
慌
を

生
糸
輸
出
減
4
の
主
要
事
困
と
す
る
こ
と
は
困
蝉
で
あ
る
と
川
U

わ
れ
る
。

し
た
が
っ

τ、
乙
凶
段
階
に
沿
げ
る
問
題
は
、
凶
作
と
共
に
む
し
ろ
前
凶
場
合
と
は
巡
に
、
銀
心
騰
貴
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
〈

形
に
沿
い
て
で
は
あ
る
が
、

し
-c: 
乙

ιコ
lfel' 
JVl 

怯
jJ 
丘〉

』立

主N )Vl 
価 と
騰 し

貨 亡
ナ 白
a 
JIj[の
由ち
と 十三

し 日
k オ区
久i u:J 

断金
改 本
ヴl~ 1)~ 
ロ命市1
1拍I
金 1
A 卜

f<L j品
論要
が 在

J是校
出 割
さを
れ 似
て じ
い 7よ
る IYi
o ヰキ
ロ方
23別i
j'] に
郎上
「つ
娘て
1，刷、

監消
1'; 極
刊的
我な

国
貨
幣
制
度
上
の
疑
問
」
東
口
抗
経
抗
雑
誌
明
治
一
一
年
九
月
六
日
泊
者
五
一
一
ヒ
号
)

こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
銀
本
位
制
は
明
治
二

0
年
代
り
前
下
に
沿
い
て
、
銀
価
侭
落
、
あ
る
い
は
銀
価
心
一
時
的
騰
貴
の
影
響
を
う

け
る

ω
で
あ
る
が
、
一
八
九

O
年
一
時
的
騰
貴
を
川
し
た
銀
価
は
翌
一
八
九
一
年
以
後
再
び
加
速
的
な
下
降
を
開
始
し
、

一
八
九
三
年

〈
明
治
一
一
ハ
年
)
に
は
遂
に
金
一
に
対
し
二
六
・
七

O
Cな
り
パ
第
一
表
)
、
己
の
問
、
世
界
各
国
H
ず
れ
も
銀
価
下
落
の
影
響
を
う
け
、
本

位
制
の
再
検
討
が
む
わ
れ
る
に
い
た
り
、
わ
が
国
も
ま
た
貨
幣
制
医
ゴ
調
査
会
を
組
織
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
心
根
本
的
反
省
を
行
う

に
い
た
る
の
で
あ
る
。

一
八
九
三
年
九
月
十
一
日
松
方
心
一
市
唆
に
も
と
づ
き
当
時
の
大
蔵
大
凶
波
辺
国
武
に
よ
っ

τた
さ
れ
た
貨
幣
制
度
調
査
会
設
置
の
建

議
は
こ
の
問
の
事
情
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。

「
近
来
金
銀
価
格
ノ
変
動
ハ
非
常
ノ
桜
緯
ヲ
経
済
上
ニ
及
ホ
シ
各
国
政
府
ノ
共
一
一
大
工
苦
庖
ス
ル
所
-
一
之
ア
リ
、
而

γ
テ
昨
年
七
月

填
国
政
府
ハ
銀
本
位
ヲ
時
四

γ
テ
金
本
位
ニ
改
メ
、
己
呼
テ
銀
価
維
持
ノ
目
的
ニ
山
川
テ
タ
ル
白
ヰ
義
「
デ
ヲ
ァ
セ
ル
」
府
開
設
ノ
万
国
貨
幣



会
議
モ
化
ニ
延
会
ト
ナ
リ
、
銀
価
ヲ
シ
テ
益
下
落
-
一
向

ρ
γ

メ
タ
ル
際
一
一
当
リ
、
印
度
政
府
ハ
本
年
六
月
ヲ
以
テ
俄
然
銀
貨
ノ
自
由
鋳
造

ヲ
廃
止
ジ
大
二
世
価
ヲ
下
山
栴
乞
シ
メ
、
尋
テ
米
国
政
府
モ
亦
「
γ
ェ
ル
マ
ン
」
条
例
ヲ
廃
セ

y
ト
ス
ル
ノ
議
ア
リ
、
日
下
議
会
一
一
於
テ

討
議
中
ユ
係
リ
銀
価
ノ
愈
々
低
朕
-
一
赴
ク
ハ
勢
ノ
免
レ
サ
ル
所
ナ
リ
。
此
-
一
於
テ
カ
為
換
相
場
変
動
常
ナ
グ
、
国
際
貿
易
ハ
為
メ
二

時
始
ン
ト
中
止
ノ
姿
フ
為
ス
ニ
至
レ
リ
。
依
テ
現
在
銀
貨
ヲ
使
用
プ
ル
所
ノ
国
々
ハ
自
国
ノ
利
益
ヲ
保
全
ス
ル
為
メ
貨
幣
制
度
ノ
得
失

一
一
就
キ
調
来
月
ル
所
ア
リ
。
或
(
既
-
一
調
査
ノ
結
果
ヲ
実
行
ス
ル
毛
ノ
ア
ル
-
一
至
レ
リ
。
〈
中
時
)
金
銀
価
格
変
動
ノ
影
秤
ハ
我
邦
経
済

及
財
政
上
実
ニ
容
易
ナ
一
プ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
目
印
度
幣
制
改
革
ノ
為
メ
銀
価
ノ
激
変
セ
シ
以
来
、
我
邦
上
下
未
来
ノ
景
況
ヲ
臆
測
グ
テ

議
論
百
山
、
世
上
商
工
業
三
従
事
只
ル
者
ハ
皆
陶
々
ト

ν
テ
適
従
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
有
様
サ
リ
。
依
テ
本
大
厄
ハ
廿
品
工
貨
幣
制
度

調
査
会
ヲ
設
置
シ
、
最
モ
経
験
学
誠
一
一
寓
ム
所
ノ
有
力
ノ
土
ヲ
集
メ
篤
ト
金
保
価
格
変
動
ノ
原
因
結
果
就
中
我
邦
経
済
上
-
一
及
ホ
ス
既

往
将
米
ノ
影
叩
明
日
誌
現
行
貨
幣
制
度
目
二
成
百
ヲ
加
フ
ル
ノ
必
要
ア
リ
ヤ
否
、
若
シ
之
ア
リ
ー
ス
レ
ハ
如
何
ナ
ル
木
伎
ヲ
採
州
シ
共
施
行
方

法
ハ
如
何
↑
一
ス
ヘ
キ
ヤ
苛
ノ
附
題
一
一
付
攻
究
審
議
セ
シ
メ
、
其
復
命
一
一
依
子
人
心
ノ
疑
惑
ヲ
解
キ
政
府
将
来
y
貨
政
上
ノ
方
略

Z)北山

ル
ノ
参
考
↑
一
供
ス
パ
ノ
必
要
ヲ
認
メ
、
別
紙
調
査
会
-
一
関
ス
ル
勅
令
娃
-
一
経
費
見
込
書
ヲ
H
主
、
此
旨
閣
議
一
一
提
出
ス
。
」
〈
集
成
十
一
治

四

円

一

川

凶

二

頁

)

政
府
は
と

ω建
議
を
絞
れ
、

一
八
九
一
一
一
年
十
月
十
四
日
勅
令
第

一
三
号
を
も
づ
て
貨
幣
制
度
調
査
会
規
則
が
公
布
さ
れ
、
と
と
に

「
丹
念
未
調
査
と
快
重
在
審
議
を
記
録
す
る
も
の
と
し
て
、

本
邦
官
庁
調
査
中
の
白
眉
に
位
す
る
」
(
河
合
栄
治
郎
、
明
治
山
配
史
の
一
断

間
糸
井
一
拡
を
小
心
と
し
て
一
一
二
一
一
五
)
と
さ
れ
る

「
貨
町
制
度
調
査
会
報
告
」
司
君
主
ぴ
「
同
附
録
」
を
生
み
だ
す
出
発
点
が
与
え
ら
れ

る
己
と
に
た
っ
た
。

銀
価
下
粧
が
わ
が
闘
に
与
え
た
街
略
と
そ
の
功
罪
に
つ
い
て
は
の
ち
に
検
討
を
加
え
る
が
、
己
の
一
段
階
に
沿
い
て
、
引
が
国
を
し
て
、

日
木
に
お
け
る
金
木
村
耐
の
成
一
斗

(
I
)

加
九
十
一
九
〕

九
プし

2t'!; 

円

ノ、
ゴL



刊
本
に
お
け
る
金
ぶ
位
制
の
崎
J
j
(
I
)

部
九
十
二
議

一
二
コ

第
三
一

J

七
し〉

銀
本
位
制
に
対
す
る
根
本
的
検
討
を
加
え

b
こ
と
を
意
図
す
る
に
い
た
b
し
め
た
主
な
理
由
は
、
国
際
情
勢
心
変
化
、
す
た
わ
ち
さ
さ

の
渡
辺
国
武
の
建
議
に
の
一
べ

b
れ

τ
い
る
よ
う
に
、
銀
価
維
持
を
目
的
と
し
た
、
ア
メ
リ
カ
心
主

mに
か
か
る
一
八
九
二
年
十
一
月
の

フ
ラ
ッ
セ
ル
万
国
貨
幣
会
議
必
失
敗

1
所
謂
救
銀
政
策
の
失
敗
の
結
果
か

b
生
じ
た
二
つ
の
動
向
、
す
な
わ
ち
、
印
度
貨
幣
制
度
の
改

革
H
H
銀
貨
向
門
出
鋳
造
の
停
止
と

γ
v
l
マ

γ
購
銀
法
の
廃
止
の
特
別
議
会
の
刷
催
、
下
議
院
一
泊
過
に
よ
っ
て
、
い
ま
や
金
銀
比
価
安
定

l
復
本
位
維
村
再
建
へ
の
願
望
は
決
定
的
れ
撃
を
与
え
ら
れ
、
銀
価
下
落
の
急
進
は
不
可
抗
的
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
に
も
と

づ
い

τ
hる
。
し
か
し
、
わ
が
岡
山
幣
制
改
本
問
題
に
と
っ
て
決
定
的
友
恵
要
性
を
も
つ
も
り
は
、
な
に
九
九
り
も
、
印
度
k
h
u
け
る
幣

制
改
革
1
銀
貨
の
円
山
鋳
造
り
停
止
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
お
こ
う
。

印
度
幣
制
改
革
が
と
り
わ
け
住
日
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
れ
が
束
岨
に
ゐ
け
る
銀
貨
圏
・
銀
市
場
の
維
持
と
い
う
伝
統
的
な
体

系
か
ら
心
木
同
(
イ
ギ
リ
ス
)
白
ら
に
上
る
脱
却
・
転
換
士
い
み
す
る
も
の
で
あ
づ
た
こ
と
に
あ
る
の

(4) 

こ
の
点
に
つ
い
て
経
済
論
設
第
八
三
巻
一
号
所
収
拙
稿
、
な
お
こ
の
伝
換
の
開
山
に
つ
い
て
は
経
済
論
議
九
日
一
巻
第
ゴ
ロ
勺
拙
稿
参
版
。

東
亜
日
後
進
諸
国
、
植
民
地
に
治
け
る
銀
貨
問
凶
白
維
持
を
す
す
め
、
ま
た
モ
れ
を
温
存
す
る
こ
と
を
政
策
的
に
も
す
す
め
て
き
た
ヨ

ー
ロ
ヅ
バ
金
木
位
国
就
中
イ
ギ
リ
ス
自
体
に
よ
っ

τ、
た
と
え
そ
れ
が
、
銀
貨
使
用
主
れ
日
体
の
廃
止
で
は
た
く
、
ま
た
金
貨
の
自
由

鋳
造
を
認
め
ず
、
銀
貨
は
依
然
法
貨
と
し
て
流
通
し
、
モ
の
か
吉
り
、
可
及
的
に
、
銀
貨
圏
の
緋
持
が
は
か
ら
れ
て
は
い
る
に
せ
よ
、

し
か
も
銀
貨
白
白
由
鋳
造
を
停
止
し
、
ル

l
ピ

l
銀
貨
に
実
質
伽
値
以
上
の
価
値
を
附
与
す
る
体
制
を
と
っ
た
こ
と
即
ち
本
位
と
し
て

白
銀
の
否
定
と
い
う
事
態
が
出
現
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
な
同
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
金
本
位
国
自
体
に
よ
る
銀
貨
閣
の
否
定
、
つ
ま
り

銀
貸
圏
む
温
存
を
も
は
や
利
益
と
な
し
え
な
い
段
階
へ
の
移
行
主
物
語
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
移
行
は
と
の
段
階
に

沿
い
て
、
立
ち
に
爾
余
の
東
盟
諸
国
に
施
行
さ
れ
た
も
白
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
少
く
と
も
銀
貨
同
か



=
口
金
貸
凶
へ
り
移
汀
が
、
凶
臥
公
平
位
同
就
中
イ
ギ
リ
λ

凶
妨
害
r
h

よ
ッ
て
J

凶
折
世
し
ゅ
、
口
れ
る
可
能
性
白
縮
少
乞
怠
旅
し
た
。
明
治

初
版
以
米
心
わ
が
国
幣
制
改
半

ω方
向
が
さ
さ

ιω
へ
た
東
亜
に
お
け
hv

銀
賞
閤
維
持
体
系
む
パ
ソ
グ

ιす
ム
U

尚
欧
洋
銀
勢
刀
心
事
夜

に
よ
っ
亡
規
〕
疋
さ
れ
℃
き
た
こ
と
は
す
で
に
明

b
か
に
し
た
と
こ
る
で
あ
る
的
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、

hv
ま
中
、
日
本

白
金
本
位
制
へ
の
移
行
吋
能
性
は
‘
少
jt
と
も
国
際
的
側
聞
か
ら
の
障
害
を
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
に
い
た
ヮ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
印

度
幣
制
改
革
を
機
縁
と
す
る
こ
の
移
行
川
能
性
心
獲
得
U
金
本
位
へ
の
立
候
補
可
能
性

ω
獲
得
こ
モ
、
政
府
に
よ
ゐ
貨
幣
制
…
度
調
企
会

設
立
を
う
な
が
し
た
直
陵
的
契
機
で
あ
っ
た
と
考
九
「
り
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
恋
事
態
を
背
景
と
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
こ
と
そ
の
も

ω
の
中
に
、
日
本

ω
特
妹
的
位
置
川
口
被
必
定
性
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
松
方
正
義

ω
つ
ぎ

ω一
言
葉

は
以
上
の
こ
と
を
亘
訳
書
す
る
も
の

c
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
然
ジ
ナ
カ
ヲ
余
ア
ジ
テ
米
タ
余
ノ
思
州
山
〈
金
本
位
制
へ
の
移
行
り
必
要
引
川
者
)
ヲ
公
然
断
百
γ
之
ヲ
実
地
ニ
試
ム
ル
一
一
予
ラ
ジ
メ

サ
リ
ジ
モ
ノ
ハ
英
国
政
府
ノ
叩
皮
幣
制
一
一
対
ス
ル
決
心
如
何
ノ
明
牒
ナ
ラ
サ
リ
ジ
-
一
在
日
〈
中
略
)
印
度
一
一
シ
テ
依
然
銀
貨
国
タ
ル
以

上
ハ
政
邦
独
リ
先
岬
/
金
貨
同
タ
一
フ
ン
ト
ス
ル
モ
侃
々
ノ
閃
係
一
一
於
一
ア
悶
難
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
又
明
治
二
十
三
年
我
邦
穀
物
ノ
不
足
〈
一

時
ニ
驚
ク
ヘ
キ
正
貨
ヲ
輸
出
ジ
去
ル
ノ
事
情
ハ
正
貨
準
備
ノ
計
画
上
一
経
験
ヲ
加
へ
大
一
一
熟
ぽ
ヲ
要
ス
ル
そ
ノ
ア
リ
終
-
一
余
カ
住
職
中

-
一
於
五
ノ
(
松
ん
は
山
治
二
イ
五
年
八
川
大
蔵
大
山
を
辞
し
て
い
る
引
川
者
)
金
貨
政
策
ノ
方
針
ヲ
他
L
V
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ
キ

モ
ハ
ヤ
今
日
ト
ナ
リ
テ
ハ
何
ノ
遅
疑
ス
ル
所
モ
ア
ル
ヘ
キ
管
ナ
シ
日
本
政
府
ハ
断
然
速
カ
ユ
金
貨
本
位
ノ
政
策
ヲ
J

リ
テ
共
方
針
一
一
依

テ
直
行
セ
サ
ル
へ
カ
ヲ
サ
ル
ナ
リ
L

(

松
方
正
義
「
日
木
ハ
金
貨
木
位
ノ
政
策
ヲ
取
一
フ
サ
ル
、
カ
ラ
ス
」
〈
明
治
一
三
八
年
九
月
十
一
日
)
、
大
蔵
省
所

政
松
方
家
文
書
第
山
元
号
所
収
)
同
じ
こ
と
は
、
阪
谷
芳
郎
の
つ
ぎ
の
一
一
日
一
口
葉
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

「
我
が
邦
で
幣
制
改
中
心
事
を
弘
が
見
込
み
ま
し
た
の
は
矢
張
り
(
明
治
)
二
十
六
年
の
印
度
の
幣
制
改
革

ω
布
達
が
出
亡
か

b
の

刊
本
に
お
け
る
企
本
件
制
の
成
立

(
I

第
九
十
一
巻

。

第

f J 

七



H
本
に
お
け
る
ふ
仰
木
位
制
の
成
立
(

I

)

第
九
十
六
巻

、一ノ

却

4ジノ

七

こ
と
で
と
ざ
い
ま
す
。

日
本
の
一
番
関
係
の
多
何
回
々
は
主
も
に
急
で
あ
る

印
度
が
金
木
位
に
移
る
以
上
は
も
う
今
日
が
日

追
い
ペ
東
洋
も
多

F
に
た
っ
て
来
る
場
合
だ
か
ら
一
軒
界
と
共
に
権
退
す
る
政
策
を
取
っ
た
方
が
宜
し

い本
0) 

: 6)幣
」市]

を
改
め

る
H目F
機
i'C 

(c) 

川
相
近
代
日
本
貿
易
史
結

巻
所
収
捌
陥
れ

bm

川

w

取
立
w
t
針
雑
I
川
第
八
八
六
月
(
明
治
一
く
か
叶
三
月
六
日
ハ
ワ
)
附
献
、
引
治
二
一

C
年
二
月
一
一
心
日
付
税
前
年
協
会
に
於
什
る
、
A
M

立
本
位
に
就
て
の
同

氏
前
説
に
よ
r
匂

c

前
掲
阪
や
廿
背
山
伝
は
こ
の
前
説
の
日
刊
を
一
月
六
け
と
[
て
い
る
が
あ
き
ら
か
に
あ
や
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
前
説
心
抱

岐
雑
誌
の
発
行
H
付
と
出
向
し
た
も
の

ι
叫
わ
れ
る
。

二
、
阪
谷
プ
ラ
ン
の
内
容

右
に
心
ベ
た
回
際
情
勢
心
変
化
に
も
J
づ
き
、
貨
幣
制
度
調
査
会
に
沿
い
て
、
松
方
の
な
閃
を
体
し
た
、
大
蔵
省
僚
、
阪
谷
F

ん
郎
に

上
っ
て
提
起
さ
れ
た
幣
制
改
革
の
プ
一
一
フ

γ
は
、
当
時
に
治
け
る
わ
が
悶
幣
制
改
革
の
具
体
的
内
科
を
示
す
も
の
と
し
て
注
円
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
も
と
上
り
そ
れ
は
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
貨
幣
制
度
調
査
会
を
支
配
し
た
見
解
で
も
、
ま
た
、
政
府
内
部
の
統
一
的

見
解
で
も
な
く
、
さ
ら
に
、
当
の
大
蔵
省
自
体
の
統
一
的
主
張
を
示
し
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
に
治
け
る
喉
一
人
の
金

本
位
即
行
論
の
立
場
を
堅
持
し
た
版
科
に
工
っ
て
提
起
さ
れ
た
幣
制
改
革
。
フ
ラ
ン
は
、
む
し
ろ
モ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
の
ち
の
金
不
位
制

成
立
へ
の
過
渡
期
に
わ
け
る
幣
制
改
革
の
具
体
的
。
フ
ラ

γ
と
し
て
興
味
深
い
白
で
あ
る
u

さ
ら
に
、
こ
の
幣
制
改
革
プ
ラ

γ
の
立
案
と

準
備
品
一
併
が
、
の
ち
凶
金
本
位
制
実
施
の
す
拠
概
・
吋
体
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
い
み
に
沿
い
て
も
点
要
性
を
も
っ
て
い
る
の
一

で
あ
る
@



似
谷
プ
ラ

γ
の
内
符
は
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
(
一
八
九
五

七
)
第
四
章
所
載
の
阪
谷
芳
郎
怠
日
仙
に
よ
っ
て
う
か
が
う
己
と
が

で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
時
期
的
に
前
記
貨
幣
制
度
調
査
会
設
置
の
建
議
が
行
わ
れ
た
一
八
九
三
年
九
月
前
後
阪
谷
に
上
る
も
の
と
位
定

し
う
る
「
貨
幣
制
度
一
一
付
諮
問
案
」
(
明
治
二
六
角
月
日
不
祥
)
同
附
属
資
料
に
よ
っ
て
ま
づ
モ
の
原
型
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
た
い
。

た
お
一
一
↑
口
こ
の
資
料
に
つ
い
亡
附
言
す
れ
ば
、
こ
の
「
諮
問
案
」
に
も
ら
れ
た
幣
制
改
革
プ
一
フ

γ
の
内
容
は
さ
き
の
貨
幣
制
度
調
査
会

設
民
心
建
議
が
行
わ
れ
た
日
と
同
日
附
の
松
力
正
義
の
論
策
「
日
本
ハ
金
貨
本
位
ノ
政
策
ヲ
取
ラ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
」
(
前
崎
)
と
全
く
同

一
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
阪
科
フ
ヲ
ン
は
事
実
上
松
方
・
阪
谷
プ
ラ

γ
と
い
ひ
う
る
性
絡
の
も
の
で
あ
づ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ω
乙
の
阪
杵
広
見
は
す
で
に
、
一
八
九
五
一
九
一
一
心
の
調
査
委
員
会
総
会
で
の
決
議
に
も
と
づ
く
同
年
一
4
月
十
五
円
の
特
別
委
員
調
査
報
告
(
大

此
判
所
政
怯
力
説
文
力
第
州
工
刀
ハ
一
υ所
収
い
一
に
記
岐
き
れ
て
い
る
。

ω
阪
谷
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
一
辿
の
秘
政
い
資
料
(
京
都
大
学
所
蔵
〉
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る

G

「
貨
幣
制
度
ニ
利
諮
川
京
」
「
貨
幣
制
度

ニ
針
前
川
県
山
J

川
出
」
「
貨
幣
制
度
郡
山
山
保
利
属
」
「
貨
幣
制
度
ニ
耐
諮
問
京
一
一
対
ス
ル
容
剣
山
門
」
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
す
べ
て
発
行
年
月
の
記
税
は

な
い
が
、
同
表
紙
に
阪
行
の
引
引
が
あ
り
、
か
っ
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
に
み
ら
れ
る
主
張
し
乙
の
同
一
性
お
J
H
U
引
時
の
伎
の
川
晶
状
態
〔
こ
れ
に

つ
い
て
は
限
れ
芳
郎
伝
二
五
引
客
間
)
か
ら
し
て
阪
行
に
よ
る
と

t
て
あ
や
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
そ
の
記
岐
内
科
な
ら
び

に
そ
れ
が
、
き
さ
の
松
方
の
論
詰
「
口
木
ハ
金
貨
本
仇
ノ
政
策
ヲ
取
一
フ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
(
一
八
九
一
一
九
十
)
と
の
搾
る
し
い
知
似
性
か
ら
L
て、

一
入
九
一
一
作
(
明
精
一
二
ハ
咋
)
九
月
前
後
執
筆
さ
れ
、
大
尉
省
に
お
い
て
印
行
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
批
後
の
資
料
、
つ
ま
り
「
貨

幣
制
度
ニ
利
諮
問
来
ユ
対
ス
ル
符
司
許
」
に
つ
い
て
前
記
大
蔵
省
所
蹴
松
家
文
書
第
四
五
月
日
次
引
に
は
明
治
一
一
八
年
之
相
定
さ
れ
、
そ
れ
が
そ
の
ま

ま
公
刊
の

U
本
金
融
史
資
軒
明
治
大
1

打
席
鈍
七
巻
末
記
恨
の
時
制
改
革
に
関
す
る
大
蔵
省
蹴
松
方
京
女
肯
日
比
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は

そ
の
内
科
か
ら
し
て
さ
き
の
資
料
に
引
き
つ
づ
く
も
の
、
お
そ
く
も
明
治
二
七
年
の
初
期
ま
で
の
も
の
と
推
定
す
る

Q

し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
こ

己
で
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い
。

同
こ
り
限
枠
の
「
諮
問
案
」
に
も
ら
札
た
改
革
プ
ラ

γ
出
先
記
松
方
白
論
情
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
い
は
松
方
0
0綱
策
M
M

阪
谷
の

「
諮
問
家
」
に
依
拠
し
に
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
同
者
り
い
も
ぢ
る
し
い
制
似
明
H
H
同
一
性
か
ら
し
て
、
て
れ
が
州
者
一

け
木
ド
お
け
る
令
本
位
制
白
山
立

F
I
U

第
九
イ
一
一
巻

C 

主再

ロ

士二



日
本
に
討
中
リ
る
金
本
位
制
心
暗
立
〔
E
)

第

九

↓

巻

。
阿

第

ザ

七
四

致
の
J

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
恐
ら
く
松
古
は
当
時
形
式
上
官
を
は
な
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
引
己
の
な
志
を
阪
谷
に
お
い
て

具
現
せ
し
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

調
査
会
成
立
を
矧
し
亡
提
起
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
白
「
諮
問
出
来
」
に
お
け
る
改
平
プ
ラ
ン
と
後
白
「
調
査
会
報
告
l

阪
谷
芳
郎
怠

見
に
み
b
れ
る
改
革
プ
ヲ

γ
と

ω
問
に
本
質
的
た
変
更
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
日
清
戦
捷

l
賠
償
金
の
一
取
得
と
い
っ
た
外
的
条
件
白

変
化
を
う
け
る
以
前
に
治
け
る
、
つ
ま
り
調
査
会
成
辻
当
時
の
改
革
方
向
を
一
小
す
も
の
と
し
亡
、
こ
の
初
則
/
一
フ
ソ
J
l原
型
に
よ
る
方

が
適
切
で
あ
ろ
う
コ
そ
れ
は
お
と
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

付
新
二

O
円
余
貨
(
円
山
山
札
九
ひ
一
け
止
H
正
匁
九
分
「
煙
六
主
)
を
発
行
し
、

一
一
円
銀
貨
二

O
枚
と
交
換
旭
川
す
る
こ
と
。
(
こ
心
場
什
金
銀
比
仙
は
一

そ
れ
以
下
心
小
額
金
貨
主
発
行
せ
ず
、
新
金
貨
一
伎
は
現
行

一
凶
強
)

H
H
外
国
支
払
の
た
め
銀
行
よ
り
日
木
銀
行
へ
先
換
叙

行
券
交
換
の
請
求
り
あ
る
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
政
府
発
行
の
紙
幣
、
日
本
銀
行
免
換
銀
行
券
に
対
し
て
は
金
貨
又
は
州
政
貨
を
も
っ
て
交

換
し
、

そ
の
場
合
一
人
一
日
心
安
換
に
は
新
金
貨
二
の
円
以
上
を
交
付
し
た
い
。
(
つ
主
り
対
外
支
払
の
た
め
の
銀
行
に
よ
る
比
換
請
求
の
ほ

か
は
司
女
上
令
抗
交
快
は
不
可
能
で
あ
る
)
日
明
金
貨
の
自
由
社
内
造
は
認
め
る
が
、
銀
貨
の
白
由
鋳
造
は
禁
止
さ
れ
る
。
大
蔵
大
以
は
市
場
の

必
要
を
計
り
銀
塊
を
購
入
し
、
銀
貨
の
鋳
造
を
造
幣
局
に
命
ず
る
が
そ

ω
額
は
、

一
円
銀
賞
、
補
切
銀
貨
合
計
一
ヶ
年
に
三
百
万
円
を

超
え
る
ζ

と
は
で
き
な
い
。
制
メ
キ
ジ
コ
ド
ル
は
改
正
案
実
地
後
は
一
円
銀
貨
と
放
佃
通
用
を
認
め
る
わ
け
に
い
か
な
い
か

b
、
ヲ
〈
れ

を
認
め
一
る
一
八
七
九
年
(
明
治
1
1

一
一
年
)
九
月
の
第
三
五
け
布
告
白
虎
止
を
必
要
と
す
る
こ
と
。

h
d

主
主
以
上
が
諸
問
案
に
か
け
る
プ
一
プ
γ
白
竹
子
で
あ
っ
た
υ

こ
れ
を
み
t
も
わ
か
る
よ
う
に
仮
谷
案
心
ね
ら
い
は
、
現
行
銀
貨
の

円
由
鋳
造
を
停
止
し

「
銀
貨
混
則
金
貨
本
位
制
度
」
〈
岐
行
本
杭
制
)
白
採
用
を
日
標
と
す
る
と
は
い
え
、

金
貨
単
位
白
高
額
化
、

金

貨
交
換
の
制
限
規
定
に
よ
っ
て
、
肝
尖
上
可
及
的
に
金
貨
使
用
を
節
約
・
制
限
し
た
形
に
お
け
る
(
対
外
取
引
に
の
み
金
貨
交
換

世
川
を



認
め
る
出
に
お
村
一
三
、
つ
ま
り
現
行
以
貨
山
使
川
縦
続
セ
前
提
し
た
幣
制
改
れ
案
で
あ
っ
た
と
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

阪
弁
は
こ
れ

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
白
べ
て
い
る
。

寸
東
洋
多
銀
ノ
地
-
一
在
テ
我
邦
カ
金
貨
制
度
ヲ
実
施
セ
ン
ト
見
ル
ハ
其
困
難
実
三
容
易
ナ
ラ
只
是
改

正
案
カ
純
粋
ノ
金
貨
単
本
位
ヲ
取
ラ
兄
銀
貨
ヲ
混
同
川
ジ
金
貨
ノ
交
枚
一
一
ハ
特
別
ノ
制
限
ヲ
設
ケ
以
テ
其
維
持
ヲ
計
ル
所
以
ナ
リ
」
と
。

〈
同
上
、
貨
幣
制
度
一
一
付
諮
問
指
)

当
時
事
実
上
銀
本
位
闘
で
あ
る
と
共
に
、
金
木
位
制
移
行
に
必
要
な
金
吸
収
心
可
能
性
も
、
金
準
備
も
な
か
っ
た
わ
が
同
に
と
っ
て
、

こ
の
方
法
こ
モ
唯
一
司
能
な
銀
価
一
ト
怖
心
桜
組
問
か
ら
避
け
う
る
か
っ
実
施
可
能
な
本
位
制
改
革
案
と
し
て
挺
ボ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
本
年
(
明
治
一
一
ー
ハ
午
、
一
六
月
ノ
引
算
一
一
依
ル
ニ
政
府
紙
幣
銀
行
紙
幣
及
角
換
銀
行
券
ノ
合
計
流
通
高
ハ
壱
億
四
千
四
百
九
恰
万
円
一
一

ジ
テ
日
本
銀
行
ノ
正
貨
昨
備
ハ
金
弐
千
百
八
拾
万
円
銀
六
千
五
百
七
姶
万
円
計
八
千
七
百
五
恰
万
円
ト
ス
故
一
一
紙
幣
給
流
泊
古
川
一
一
対
月

ル
正
貨
準
備
ノ
割
合
ハ
金
セ
割
五
分
銀
四
割
四
分
ト
ス
此
ノ
和
ク
金
貨
準
備
〈
頗
微
弱
ナ
リ
ト
雄
ト
モ
内
地
ノ
取
引
ニ
(
専
一
フ
銀
貨
ヲ

使
用
月
ル
ヲ
以
テ
金
貨
ノ
必
夏
ナ
ク
共
1
7
ん
ヲ
夏
ス
ル
'
ハ
金
貨
ヲ
問
ユ
ル
外
国
ト
ノ
収
引
ユ
限
λ

モ
ノ
ト
ス
市
シ
テ
今
日
一
一
向
テ
ハ
貿
易

ハ
ゆ
山
ニ
輸
出
超
加
ア
市
γ
外
国
遊
中
什
ノ
持
参
ス
ル
貨
幣
亦
少
ナ
カ
ラ
ス
之
一
一
加
フ
ル
ニ
内
地
及
朝
鮮
ノ
産
金
プ
リ
少
グ
モ
毎
年
弐
斤
万

円
ノ
金
貨
ヲ
貯
蔵
ス
ル
ハ
敢
テ
難
キ
一
一
ア
ラ
ス
故
一
二
羽
俄
一
一
巨
額
ノ
金
貨
輸
出
ヲ
要
『
ハ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
改
正
案
ノ
実
地
ハ
存
易
一
一
失

敗
ヲ
招
タ
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ

γ
。」

(
間
l
L〕

し
か
し
、
諮
問
築
に
治
い
て
実
施
科
易
と
さ
れ
た
改
正
案
の
実
行
は
、
二
つ
の
考
慮
す
へ
き
問
題
を
も
っ
て
い
た
。
さ
き
の
諸
問
笑i

と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
た
「
貨
幣
制
度
諮
問
案
附
属
」
(
明
治
一
三
年
月
日
市
詐
)

に
お
い
て

J
本
問
題
-
一
関
シ
特
別
研
究
ヲ
要
ス
ル
件
¥

と
し
て
提
起
さ
れ
た
こ
必
二
つ
白
問
題
は
つ
ぎ
の
よ
う
志
も
心
で
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
当
時
、
東
洋
諸
国
に
流
出
し
℃
い
た
わ
が
悶
輸
出
銀
円
(
芳
子
百
万
円
〕
の
還
流
の
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
も
し
わ
が

什
本
に
お
け
る
金
本
位
制
の
成
」
止
(
(
I
)

部
九
十
一
一
巻

〔コ
-， 

第

一号

-[-， 

九



同
本
に
お
付
る
会
本
州
い
制
の
成
す

(
I
)

Z
L
一
一
主

員
1

J

l

二
王

。
み与

" 

b 
/、

問
が
さ
さ
の
幣
制
改
革
を
実
施
す
れ
ば
、

る
も
心
が
で
て
く
る
が
、
こ
の
場
合
に
こ

ω
交
換
に
応
ず
る
こ
と
は
頗
る
不
利
で
あ
る
か
ら
、

一
門
銀
は
メ
キ
シ
コ
ト
ル
に
比
へ
て
騰
貴
し
、
し
た
が
ヲ

τ己
れ
を
再
輸
入
し
て
交
換
を
計

一
』
外
国
に
輸
出
し
た
も
の
は
す
べ
て

地
似
と
み
な
し
、
そ
の
一
再
愉
入
の
際
、
極
印
を
わ
っ
て
他
と
区
別
す
る
方
法
を
と
る
べ
き
か
と
い
う
こ

L
で
あ
り
、
第
二
は
安
政
条
約

に
治
け
る
同
種
岡
盆
地
川
規
定
に
端
を
発
し
、
維
新
後
に
沿
い
て
も
明
治
四
年
新
貨
条
令
制
定
の
際
〈
五
月
一
心
日
一
一
各
同
公
使
へ
の
報

告
書
翰
に
沿
い
ド
て
、
モ
の
日
出
通
川
(
開
港
場
及
び
同
内
一
般
)
を
再
稲
認
さ
れ
た
洋
銀
U
メ
キ
シ
コ
ト
ル
の
問
題
で
あ
っ
た
。

し
か
も

布
告
三

E
号
に
よ
っ
て
、

そ
の
場
合
、
メ
キ
シ
コ
ド
ん
は
一
円
銀
の
メ
キ
シ

u

ド
ル
と
の
蚊
価
通
用
を
促
進
す
る
た
め
の
一
八
七
九
年
(
明
治
九
牛
」
九
月
十
二
円

一
円
銀
と
の
並
側
通
用
を
規
定
・
純
一
認
さ
れ

τ
い
に
。
し
た
が
っ

τ
こ
れ
ら
の
諸
規
定
の
廃
』
な
く
し
て
は
、

改
正
案
は
重
大
た
障
害
を
う
け
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま
た
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
諸
規
定
の
廃
止
そ
の
も
臼
に
対
す
る
障
害
こ
そ
が
問
題

で
あ
っ
た
。

(4) 

こ
の
間
の
事
伯
に
つ
い
て
は
、
粁
渋
柿
革
八
巻
一
一
六
日
、
お
よ
び
前
掲
近
代
引
木
貿
易
史
第
一
者
間
取
拙
叫
制
定
問
。
な
お
一
八
七
九
年
九
月

」
l

二
け
布
告
=
一
五
号
は
つ

F
の
と
お
り
。

「
一
貿
易
一
刊
銀
(
盆
け
じ
但
一
分
七
原
六
モ
件
令
鋭
九
剣
一
)
ノ
儀
今
後
税
関
ノ
前
引
は
及
其
仙
凡
ソ
作
似
ヲ
以
テ
取
引
ス
ヘ
キ
詰
勘
定
ノ
払
方

ヲ
フ
ス
為
メ
之
ヲ
差
山
ス
ト
キ
ハ
詰
日
川
ニ
肘
テ
ハ
之
ヲ
詐
銀
i
井
川
一
一
テ
受
領
ス
(
シ

一
本
月
(
九
月
)

J

l

九
日
以
待
ハ
人
民
ニ
於
テ
凡
ソ
負
債
其
ノ
他
ノ
払
方
洋
銀
ヲ
以
テ
履
行
ス
ヘ
シ
}
桔
豹
シ
タ
ル
所
ノ
金
品
ヲ
払
フ
為
メ
布
一

円
銀
ヲ
差
出
ス
ト
キ
ハ
之
ヲ
洋
組
ト
井
価
ニ
テ
受
餌
ス
へ
シ
」
(
法
規
分
割
大
全
、
第
一
編
、
政
体
門
、
制
度
雑
款
=
、
二
二

O
耳
)

さ
き
に
寸
印
さ
れ
た
改
止
案
が
一
円
銀
と
メ
キ
シ
コ
ド
ル
と
の
殺
価
通
用
を
規
定
し
た
上
記
の
一
八
七
九
年
九
月
の
第
二
五
号
布
告
の

廃
止
を
幣
制
改
革
の
要
件
と
し
た
乙
と
は
、
当
然
白
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
モ
白
己
と
自
体
が
、
洋
銀
勢
力
ゐ
工
び
そ
の
背
後
に
あ
る
ヨ

ロ
ッ
バ
諸
問
の
動
向
如
何
に
よ
っ

τ附
帯
さ
れ
る
可
能
性
が
存
有
し
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
問
問
は
悶
内
規
定
で
あ
h
u
v

」
記
の
ニ
五



号
布
告
の
雌
止
だ
け
で
片
附
け
ら
れ
る
性
質
心
も
心
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
③

つ
ま
り
安
政
条
約
に
治
け
る
外
国
貨
幣
白
同
種
同
量
通
用
規
定
・
外
国
貨
幣
の
自
由
通
用
規
定
、
た
b
び
に
、
維
新
後
に
ふ
』
け
る
新

し
h
v

か
っ
形
式
上
限
定
さ
れ
た
形
に
お
け
る
安
政
条
約
貨
幣
条
頃
の
再
確
認
で
あ
る
さ
き
の
新
貨
条
令
制
定
の
際
各
阿
公
使
に
通
告
し

た
書
翰
に
h
d
h
v

て
約
さ
れ
た
「
墨
田
苛
(
メ
キ
シ
コ
)
ド
ル
一
フ
ル
通
用
ノ
儀
ハ
従
前
ノ
通
タ
ル
ヘ
シ
」
(
法
規
分
類
大
全
、
前
出
占
一
四
一
頁
〕

の
規
定
は
、
わ
が
国
単
独
で
の
改
廃
の
自
由
を
も
た
ぬ
固
際
的
拘
束
力
士
も
ち
、
し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
れ
を
た
て
に
と
ら
れ
る
な
ら

ぼ
、
自
由
鋳
造
停
止
に
主
る
幣
制
改
且
は
根
底
か
ら
治
び
平
か
さ
れ
る
危
以
が
存
犯
し
た
の
で
あ
る
。

印
度
幣
制
改
半
は
、
先
記
心
ょ
、
)
に
、
国
際
的
側
同
か

b
の
銀
山
場
維
持
策
山
山
政
来
で
あ
り
、
そ
m
w
結
果
、
わ
が
固
に
銀
市
場
離
脱

の
可
能
性
を
与
え
、
し
た
が
っ
て
、
以
ト
L
m
w
欣
快
を
軽
減
せ
し
め
る
要
素
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
な
お
川
阻
害
的
要
同
の
完
全
消
滅
を

い
み
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
改
革
案
の
史
行
吋
能
性
の
阻
害
的
要
因
と
し
て
は
、
さ
告
の
第
一
白
も
の
よ
り
も
こ
の
第
二

の
問
題

ω万
が
、
は
る
か
に
根
本
的
叫
重
要
件
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
危
倶
の
表
明
の
中
に
、
も
し
幣
制
改
革
が
、

洋
銀
取
引
に
慣
れ
た
、
わ
が
問
貿
易
心
大
半
卜
を
常
出
し
て
い
る
外
同
商
朴
等
心
既
得
権
を
侵
得
し
、
彼
等
白
利
益
に
重
大
な
陣
容
を
与

え
る
な
ら
ば
、
つ
圭
り
幣
制
改
草
を
彼
等
iH
身
の
利
書
に
お
い
て
、
支
持
し
、
あ
る
い
は
彼
等
の
背
後
に
あ
る
ヨ

l
ロ
y

パ
詩
列
強
心

支
持
を
う
る
F
と
な
し
に
は
、
幣
制
改
中
は
重
大
な
陣
害
を
う
け
、
結
局
に
沿
い
て
改
革
案
の
実
施
主
基
木
的
に
川
止
♂
れ
い
コ
て
の
合
え

な
い
日
木
心
位
佐
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
心
で
あ
る
。

貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
第
岡
市
「
近
時
金
銀
価
格
ノ
変
動
ハ
我
邦
説
行
貨
幣
制
度
ヲ
改
記
ス
ヘ
キ
必
要
プ
ル
ヤ
存
若
シ
其
ノ
必
要
ア

リ
ト
月
ル
ト
キ
ハ
新
-
一
一
採
則
ス
へ
キ
貨
幣
本
ん
と
胤
施
行
方
法
」
に
お
い
で
阪
谷
芳
郎
意
見
と
し
て
し
る
さ
れ
て
い
る
改
革
プ
ラ
ン
は
上

一司の
0

フ
ラ
ン
と
木
質
的
な
変
化
を
ポ
し
て
い
た
い
が
、
本
位
規
定
の
明
推
化
の
ほ
か
、
若
干
の
技
術
的
た
補
足
、
変
更
が
み
ら
れ
る
。

け
木
に
お
け
る
金
本
付
制
的
成
立

(
I
)

第
九
十
一
一
者

o 
-七

第
一
日

七
七



日
本
に
お
け
る
令
本
位
削
の
成
以
(

I

)

第
九
十
一
巻

。
ノ¥

品
開
三
日

じ
ノに

付
品
位
九

0
0位
の
金
量
目
二
匁
二
以
二
毛
二
二
を
も
っ
て
本
位
と
し
之
を
門
と
称
す
己
と
。

M
H
新
金
貨
は
二
恰
円
貨
量
日
四
匁
四
分
四
国
四
毛
四
二
日
一
種
と
し
、
そ
白
慎
較
に
は
祈
L
同
事
件
(
日
新
戦
争

)ω
紅
念
と
た
る
も

ωを

(
こ
れ
は
旧
本
位
金
貨
丘
刊
に
あ
た
る
)

刻
す
こ
と
。
国
一
日
銀
の
山
由
鋳
造
を
停
止
し
、
従
来
発
ノ
刊
の
一
円
銀
貨
は
新
金
貨
一
円
に
付
一
円
の
割
合
を
も
っ
て
法
貨
と
し
て
無

制
限
に
授
受
さ
れ
る
こ
と
。
(
焼
成
十
二
巻
二
九
心
一
貝
〕

こ
れ
ら
の
変
化
は
そ
の
問
広
治
け
る
金
銀
比
側
の
変
化

1
銀
心
一
一
用
心
下
落
に
厄
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
き
さ
の
三
五
号
布
告
の

一
院
止
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
直
接
ふ
れ
ず
、
現
行
貨
幣
条
令
北
挽
銀
行
券
条
令
等
は
相
当
の
改
正
を
要
す
と
だ
け

ω
へ
ら
れ
て
い
る

Q

こ
れ
は
報
告
書
の
も
つ
公
的
性
格
へ
の
考
慮
と
同
時
に
、
銀
価
干
落
の
進
行
の
中
で
も
た
ら
さ
れ
た
国
際
的
た
移
行
条
件
の
一
関
心

成
札

γ共
に
、
条
約
改
正
の
成
JM
と
進
M
問
、
日
清
戦
争
心
勝
利
を
背
景
と
し
て
、
さ
き
の
危
恨
を
考
慮
す
る
必
要
が
一
層
軽
減
さ
れ
た

こ
と
を
い
み
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
こ
の
点
に
つ
い
て
は
従
前
前
設
九
(
U
巻
一
一
川
一
勺
所
収
州
析
を
参
加
。

ω
し
か
し
、
制
木
町
吾
川
凡
の
一
人
、
一
一
一
井
の
前
川
本
は
、
一
八
九
五
年
五
川
二
二
目
白
委
員
会
総
会
に
お
い

τ、
な
お
、
メ
キ
シ
コ
ド
ル
油
川
停
川
に

対

L
、
そ
の
可
能
性
に
耐
い
疑
惑
を
去
川
し
て
い
る
。
(
快
方
家
主
計
四
五
号
)
な
お
、
乙
の
点
に
つ
い
て
貨
幣
制
位
調
査
全
諏
告
封
印
阿
草
刈
地
K
M

山
幸
立
川
参
問
(
集
成
イ
一
巻
凹
一
一
以
〕
。

同
時
に
、
己
の
時
期
、

つ
ま
り
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
の
完
成
期
(
一
八
九
h
年

明
治
一
一
八
年
一
一
一
月
l
五
月
〕
に
沿
い
て
も
た
治
阪
谷

フ
ラ

γ
が
銀
貨
の
白
由
鋳
造
停
止
に
上
る
蚊
行
本
位
制
の
成
す
を
目
標
と
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
身
者
た
い
。
と
の
よ
バ
は

ま
た
白
ち
に
ふ
れ
る
。

最
後
に
い
主
一
つ
指
摘
し
て
ゐ
き
た
い
こ
と
は
、
わ
が
国
の
幣
制
改
革
の
必
要
を
唱
え
た
阪
谷
が
他
方
に
沿
い
て
銀
市
場
の
維
持
・

利
用
論
者
と
し

τ
口
一
聞
を
も
っ
一

τい
た
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
そ
の
と
と
は
、

明
治
二

0
年
代
の
初
期
、
中
間
戸
市
)
の
幣
制
改
革



の
こ
と
が
論
議
さ
れ
た
時
に
、
彼
が
束
、
洋
銀
貨
の
本
位
で
あ
る
四
一
六
グ
V

イ
ソ
の
銀
貨
へ
こ
れ
は
別
主
に
流
通
す
る
メ
事
シ
コ
ド
ル
と
ほ
ぼ

等
し
く
、
か
つ
わ
が
一
円
似
と
日
付
同
北
で
あ
る
こ
之
は
ま
え
に
ふ
れ
た
)
を
木
伎
と
す
る
己
と
を
す
す
め
て
、
一
山
H
卯
士
刊
の
資
記
を
え
て
い
る

山
川
に
も
あ

b
わ
れ
て
い
る
が
(
山
口
卯
吉
全
法
第
じ
巻
二
一
二
瓦
)
、
さ
き
の
諮
問
案
作
成
当
時
に
お
い
て
、

け
銀
貨
'
日
由
鋳
造
の
停
止
の

結
果
、
予
想
さ
れ
る
銀
価
下
落
、
わ
が
国
産
銀
業
者
の
不
利
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
と
し
て
中
国
・
朝
間
川
市
場
へ
の
一
輸
出
を
考
慮
し
、

M
H

ま
た
モ
れ
に
伴
う
造
幣
能
刀
の
過
剰
を
朝
肘

ω
貨
幣
も
し
く
は
東
洋
諸
港
通
用
の
州
銀
製
造
に
ふ
り
む
け
る
こ
と
を
す
す
め
、
回
目
ま
た

そ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
わ
が
闘
が
銀
貨
固
に
対
し
入
超
と
た
っ
て
も
、
欧
米
か
ら
下
落
し
た
銀
を
購
入
し
て
こ
れ
を
中
国
、
刺
併
に

売
却
す
る
地
位
に
立
っ
と
と
に
な
る
か
ら
貿
易
上
の
損
失
を
ま
ね
く
こ
と
は
な
い
と
い
ヲ
た
考
え
方
心
中
に
も
、
そ
の
こ
と
を
う
か
が

う
己
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
(
「
貨
幣
制
度
ニ
利
諮
問
指
ニ
対
ス
ル
答
弁
書
」
)

さ
ら
に
さ
き
の
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
ー
中
阪
谷
芳
郎
怠
凡
に
沿
い
て
、

「
支
那
、
朝
鮮
、
海
峡
舶
民
地
及
南
洋
需
品
ト
ノ
取
引
よ
特

ニ
銀
貨
ノ
パ
而
妥
ナ
キ
ヲ
期
ス
へ
カ
ヲ
マ
ハ
。
故
-
一
政
府
-
一
銀
貨
仲
間
法
ノ
権
力
ヲ
存
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
」
(
主
民
l

一
喜
一
一
九
C
頁
)
と
の
ベ
て

と
(
貨
酢
制
肢
調
味
拭
歪
民
会
議
引
い
点
記
掛
却
一
刊
、

い
る
己
と
、
ま
た
日
抗
戦
午
後
わ
が
国
の
傾
右
と
な
っ
た
台
講
で
の
早
急
た
余
本
位
実
施
に
反
対

L
、
銀
貨
使
用
を
み
と
め
て
い
る
こ

一
八
九
泊
五
一
二
、
前
相
松
方
家
文
書
凹
記
号
所
収
)
た
ど
壮
、
前
記
の
こ

h
と
共
に
、
あ

き
ら
か
に
わ
が
国
幣
制
改
ヰ
に
と
も
た
う
損
失
・
久
担
を
軽
減
す
る
も
白
と
し
て
、
い
い
か
え
れ
ば
改
革
の
実
施
条
件
の
一
つ
と
し
て
、

銀
市
場
の
残
存
を
予
定
・
希
望
す
る
も
臼
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
(
経
詩
論
叢
八
一
一
巻
一
号
)
、
ヨ

I
ロ

ツ
ハ
諸
国
の
金
本
件
移
行
が
他
方
東
洋
銀
貨
圏
の
残
存
・
維
持
の
規
定
的
要
閤
と
な
っ
た
段
階
臼
論
理
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(
以
下
続
稿
)

(
一
九
六
三
八
王
〉

日
本
に
お
け
る
余
木
和
制
の
伏
r
u
J

〈工」

節
九
十
~
一
科

に1

JL 

第
一
日

七
プL


